
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

「法律が公布されても施行前に廃止することはできる。前例もある」 

（２０１３年１２月１４日付信濃毎日新聞） 

１２ 

み
ん
な
の
力
で
秘
密
保
護
法
の
廃
止
を
！
署
名
に
ご
協
力
く
だ
さ
い
。 

やだネット通信号外 

２０１４年２月 

秘密保護法やだネット長野 

長野市緑町 1455－1 

ダイアパレス 1301 

（やだネット事務局・板本）  

026‐232‐1650（事務局・田澤洋子） 

メール：himitsuyadane@yahoo.co.jp 

http://himitsuteppai.jimdo.com/ 

・
た
だ
で
さ
え
原
発
の
情
報
は
隠
さ
れ

て
い
ま
す
。
福
島
第
一
原
発
一
号
機

は
、
東
日
本
大
震
災
か
ら
１
６
時
間
ま

で
に
メ
ル
ト
ダ
ウ
ン
を
起
こ
し
て
い

ま
し
た
。
こ
の
事
実
を
東
電
が
明
ら
か

に
し
た
の
は
２
か
月
も
経
過
し
て
か

ら
で
し
た
。
原
子
力
災
害
時
に
放
射
性

物
質
の
拡
散
状
況
を
予
測
す
る 
「
Ｓ

Ｐ
Ｅ
Ｅ
Ｄ
Ｉ
」 

の
デ
ー
タ
を
、
政
府

は
、
福
島
県
民
は
じ
め
、
国
民
に
は
す

ぐ
に
は
公
表
し
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
れ

を
知
ら
さ
れ
ず
に
線
量
の
高
い
地
域

に
避
難
し
、
避
け
ら
れ
た
は
ず
の
被
爆

を
し
た
被
災
者
も
い
ま
す
。
原
発
事
故

の
被
災
者
に
な
り
、
情
報
を
隠
さ
れ
、

原
発
反
対
と
訴
え
た
ら
悪
者
扱
い
に

さ
れ
る
よ
う
な
秘
密
保
護
法
に
は
強

く
反
対
し
ま
す
。
（
福
島
県
楢
葉
町
か

ら
避
難
し
て
い
る
学
生
） 

  

・
特
定
秘
密
保
護
法
は
秘
密
の
範
囲
は

あ
い
ま
い
で
、
い
っ
た
ん
「
特
定
秘
密
」

に
絡
ん
だ
と
見
ら
れ
た
ら
、
い
つ
ど
こ

で
国
に
監
視
さ
れ
る
か
わ
か
ら
な
い
。

戦
前
を
知
る
私
は
、
こ
の
法
律
は
大
変

だ
と
直
感
的
に
思
っ
た
。
人
間
が
国
や

組
織
の
奴
隷
に
な
っ
て
は
な
ら
な
い
。

（
７
０
代
女
性
） 

 

・
こ
ん
な
大
事
な
法
案
を
わ
ず
か
な
時

間
の
審
議
で
決
定
し
て
し
ま
っ
た
。
数

に
ま
か
せ
て
の
強
行
採
決
は
い
く
ら
な

ん
で
も
あ
ん
ま
り
で
す
。 

（
４
０
代
男
性
） 

 

・
原
発
事
故
の
汚
染
で
人
間
だ
け
で
な

く
、
あ
ら
ゆ
る
生
き
物
が
苦
し
ん
で
い

る
。
秘
密
と
か
言
っ
て
い
る
場
合
じ
ゃ

な
い
。
声
な
き
も
の
た
ち
に
代
わ
り
私

は
特
定
秘
密
保
護
法
に
反
対
し
ま
す
。

（
２
０
代
女
性
） 

・好きな長野を守りたいから違憲な秘密保

護法に意見をする！ 

・言いたいことも言えなくなる、知りたい

ことも調べたら罰せられるかもしれない、

そんな法律はいりません！！ 

・自由のない国反対 

・安心のできる社会を 

・石破茂氏が平和的な抗議やデモを「テロ」

と言ったのは「秘密保護法さえあればお前

らなど合法的に一網打尽だ」と言っている

ように聞こえた。 

・敗戦時代を知る者には絶対反対 

・戦争はいやだ！！ 

・決まってしまったから「しかたない」と

あきらめてしまえるような問題ではない

と思います。 

・国民の幸せを考えてください！ 

・みんなの力でこの悪法を撤廃に持ち込み

ましょう。 

・国民の権利を大切にしてください。 

・意見であり罰刑法定主義違反。 

・身の毛がよだつ法律です。 

・「秘密から戦争が…」 

・治安維持法の過ちを忘れるな 

・とんでもないこと！！ 

・秘密保護法反対です！ 

・やたらと警察庁長官が条文に出ており、

戦前の特高警察を思わせる法律。 

・福島で開かれた公聴会で全員が反対した

のに、国民の声を聞かず法案を数にまかせ

て強行採決した安倍政権は許せないと思

った。 

・長野市も県内の他の自治体のように秘密

保護法廃止の意見書を採択してほしい。 

・戦前に戻るような気がする。 

・原発問題、秘密保護法など、自分の国・

政府を疑ってかからなければいけないと

思う。 

・正しいことを言える国に 

・ゼヒゼヒ撤廃 

・戦前に戻らないためにも情報公開をすす

めて 

・
私
は
今
年
第
一
子
を
授
か
り
母
に
な

り
ま
し
た
。
子
ど
も
の
命
と
未
来
を
育

む
た
め
に
は
情
報
が
必
要
な
ん
で
す
。

私
た
ち
が
今
最
も
不
安
に
思
っ
て
い
る

原
子
力
発
電
所
の
安
全
性
や
放
射
線
被

ば
く
の
実
態
、
健
康
へ
の
影
響
な
ど
の

情
報
。
そ
の
知
り
た
い
情
報
が
隠
さ
れ

る
こ
と
、
そ
し
て
知
ろ
う
と
す
る
こ
と

が
罪
に
な
る
。
そ
れ
は
お
か
し
い
ん
じ

ゃ
な
い
か
な
？
と
思
う
の
で
す
。 

（
２
０
代
女
性
） 

 

・
安
倍
総
理
大
臣
は
、
秘
密
保
護
法
で

は
、
普
通
の
人
は
逮
捕
し
な
い
、
と
説

明
し
て
い
る
が
、
普
通
の
人
と
は
、
政

府
の
や
り
方
に
疑
問
を
感
じ
な
い
で
従

っ
て
い
る
人
の
こ
と
。
あ
の
戦
争
に
反

対
し
た
り
、
国
策
に
逆
ら
っ
た
人
た
ち

は
、
非
国
民
、
国
賊
と
言
わ
れ
て
弾
圧

さ
れ
た
普
通
で
は
な
い
人
た
ち
。
戦
争

に
協
力
し
、
国
策
に
従
っ
た
普
通
の
人

た
ち
も
、
家
族
が
戦
死
し
た
り
、
多
く

の
犠
牲
を
こ
う
む
っ
た
。
国
民
の
知
る

権
利
を
奪
い
、
戦
争
へ
の
道
に
進
む
秘

密
保
護
法
は
廃
止
し
か
な
い
。 

（
７
０
代
男
性
） 

 

・「
情
報
は
国
民
の
も
の
」。
国
民
が
様
々

な
情
報
か
ら
考
え
て
判
断
で
き
る
力
を

つ
け
て
い
く
こ
と
が
、
民
主
的
な
国
家

と
し
て
発
展
し
て
い
く
道
だ
と
思
い
ま

す
。
長
野
市
が
市
民
に
た
い
し
て
開
か

れ
た
市
政
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た
め
に

も
、
秘
密
保
護
法
廃
止
を
求
め
る
意
見

書
を
長
野
市
議
会
か
ら
あ
げ
て
い
た
だ

き
た
い
と
思
い
ま
す
。（
４
０
代
女
性
） 

 

・
日
本
を
フ
ァ
シ
ズ
ム
の
国
に
し
て
は

な
ら
な
い
。「
価
値
観
外
交
」
な
ど
と
い

う
の
な
ら
、
言
論
・
報
道
の
自
由
を
守

れ
。（
７
０
代
男
性
） 

【やだネット・よびかけ人】中村文美、柴村佳奈、いいおななえ、田中毅、田島隆、横山紀典、河西弘明、角居康宏、和田清二、宮澤紀江、 

笠原隆彦、田澤洋子、板本泰治、小野高聰、本道多加子、古川富三、上條補喜、神谷高士、中澤清夫、田渕すみ子、太田和男 
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